
図書館だより 2021.9 Vol.11

論語にある「温故知新」をもとにして図書館といえば「本」、五所川原市立図書

館といえば「古」くからの郷土資料が多く揃っているという当館らしいタイトル

を考えました。読み方は「ほんっこ しん」と津軽弁で読んでください。

※ は津軽弁独特の「ち」と「つ」の中間の発音です。
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【表紙第１１号】

色々な本を読みこなすさやさん。金木分館の窓飾

りを作るイベントに参加してくれました。

今回紹介してくれた本は『みらいのえんそく』

（青森県立図書館所蔵）です。
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図書館情報 ＮＥＷサービス

子ども司書夏休みの活動

今回は、自分の知らなかった・使ったことのない・意味がよくわからない津軽弁を、本をつかって調べて
もらいました。普段津軽弁を使わないという子どもたちが多いことから、津軽弁の面白さを知ってもらい、
友達や家族との間でたくさん使ってほしいと思い実施しました。取り組んでくれた３名の子ども司書の津
軽弁を紹介します。

電子雑誌閲覧

サービス

５００誌以上のさまざまなジャ

ンルの雑誌をiPadで閲覧するこ

とができます。

県内初のサービスです！

利用は１人３０分までとなって

います。市立図書館と金木分館

で利用することが出来ます。

公衆無線 LAN

サービス

公衆無線 LANが市立図書館と金木分館で利用できます。

無線 LANに接続できる機器等があれば、どなたでも無料で

ご利用できます。

【平日】午前9時30分から午後6時まで

【土日、祝日】午前9時30分から午後5時まで

接続は、1回あたり最大60分間、1日3回まで可能です。

※ご利用にあたっては登録が必要です。

調べた津軽弁

『あこもこほり』

意 味

悪口ばかりいう人
あこもこほりは、「悪口雑言堀」

選んだ理由

祖母が電話で話していた会話で

１番耳に残っていた言葉だから

例 文

あの人はあこもこほり
だはんできまげる

調べた本『東北悪口辞典』
著 者：小田 正博
出版社：風詠社
出版年：２０１５年

調べた本『ポプラディア
情報館方言』

著 者：佐藤 亮一
出版社：ポプラ社
出版年：２００７年

調べた津軽弁

『あずましー』

意 味

気持ちがいい

選んだ理由

家族がよく使っていて

どういう意味か分からないか

ら調べてみようと思って

この言葉を選びました

例 文

あずましーゆっこだな

調べた津軽弁

『投げる』

意 味

捨ててほしい時や
捨てるときに使う言葉

選んだ理由

北海道や東北地方で
しか使わないから

例 文

今日ごみの日だから
ごみ投げてきて調べた本『北海道・東北の

方言』
出版社：ゆまに書房
出版年：２００４年
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平成16年10月 15日に金木地区の図書館として開館した「伊藤忠吉記念図書館」は、新金木庁舎建設に
伴い、令和3年5月2日に閉館し、5月6日から「五所川原市立図書館金木分館」と名称を変え、新金木庁
舎1階に移転しました。
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金木分館の利用案内についてQ＆Aでご紹介します！

Q 土足で入ってもいいんだべが？

A はい、そのままお入りください。
図書館内では、自由に閲覧することができます。

Q 前まで使っていた貸出券は、

またここでも使えるんだべが？
A はい、引き続きご利用いただけます。
ずいぶん昔に図書館を利用したきりで、貸出券を見えなく
してしまったという方でも、再度貸出券の申し込みを行うこ
とで貸出券を作ることができます。
また、住所等の変更があった場合もお知らせください。その
場合も変更届を記入するだけで貸出券はそのままご利用
いただけます。

Q 前の伊藤忠吉記念図書館と変わったところは

あるんだべが？
A 図書館の基本的な利用については、変わったところはありません。
新たなサービスとして、館内でWi-Fi が利用できるようになったこと
や 500誌以上の雑誌をタブレット端末で閲覧ができる「電子雑誌閲
覧サービス」と陸奥新報が閲覧できるようになりました。

一番大きく変わったところは所蔵冊数です。伊藤忠吉記念図書館の
ときは約32,000 冊でしたが、金木分館では約 6,000冊になりま
した。冊数はぐっと減ってしまいましたが、金木分館オープンにあたり
新たに 800冊ほど購入しました。津軽三味線や太宰治に関する郷
土資料もありますので、津軽三味線会館や斜陽館などに立ち寄った
際には図書館のほうにも寄ってみてください。
また、伊藤忠吉記念図書館のときに置いていた映画関係の資料は、
現在市立図書館にあります。資料一覧が金木分館にありますので、
見たい資料があるときは職員にお声がけください。

Q ここで借りた本は、イオンモールつがる柏にも
返却はできるんだべが？

A はい、できます。
五所川原市内の図書館とつがる市立図書館、中泊町図
書館（中泊町日本海漁火センターも含む）に返却するこ
とができます。3館以外から借りた本などは返却するこ
とができませんので、借りた図書館に返却をお願いしま
す。
また、貸出期限が過ぎてしまった場合は、貸出延長の連
絡をするか直接借りた図書館へ返却をお願いします。


